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長浜アピール行動プロジェクト(NAAP)会議より

『家族Time増量中！テレビTime減少中！脳は活性化中！』

ある学級での取り組みを紹介します！

こんなご意見もいただいています！

グラフからは何と７割の家庭で「テレビの視聴時間・ゲームの操作時間が決められた」こと、また、「親子で

一緒に活動する時間が持てた」ことが見て取れます。

これは何年生の取り組みであるとお考えでしょうか。

実は、６年生のある学級の取り組みです。担任の先生は「家族の協力があれば、反抗期で難しいといわれる

６年生であってもできるんだなぁ」とおっしゃっていました。

最近は、少年の気になる行動にも質的な変化が見られ、何度も同じことを繰り返してしまう少年も少なくあ
りません。そういった少年は、自分のことをわかってほしい、もっと悩みを聴いてくれたり、相談できる人が
ほしいと思っているのかもしれません。
また、子育ての悩みを相談したいが、どうしたらいいのかわからずに悩んでいるお父さんやお母さんもたく

さんおられるのではないでしょうか。
そんなみなさんのために、次のようなところで悩みの相談などを受付けています。秘密は厳守されますので、

お気軽にご連絡ください。

子どもたちの相談や悩みに応じます。

①ルミエールスクール　～あすくる長浜～　℡６５－２０１０

【保護者の感想】
・この様に重点目標を持ち毎日の生活を送ることは良いことであると思います。
この目標に対し意識を持ち、これを実行しようとする努力が見られ大変良か
ったと感じています。

・宮沢賢治の本を久しぶりに読みました。楽しかった。親子で会話をして、共
通の話があることの良さを感じました。

・やはり週１回でもノーテレビデーを作ると会話が増え、親子のふれあいが増
えていいと思います。今後も続けたいです。

【子どもの感想】
・これはちょっときつかったです。でも、がまんしました。
・私は週１回テレビなしを作るとふだんあまり弟と遊べなかったのが遊べたりして、とてもよい機会に
なったと思います。

夕食の時には、テレビはつけません!
（長浜北小学校保護者）

夕食の時、テレビをつけずに、その日の出来事をみ
んなで話すようにしています。子どもたちは学校のこ
と、友達のこと、私たちは会社のことなどを話しあい
ます。家族みんなが理解し合えているように感じます。

みんなで図書館に行ってます!
（西黒田幼稚園保護者）

みんなで図書館に本を借りに行っています。本を借
りた日は、テレビを消して各々読書に熱中します。ま
た、お互いにどんな本を読んでいるのかがわかりふれ
あいもはかれます。

問い合わせは
教育委員会学校教育課　65-6551

までお願いします。
生涯学習課　65-6552

《紙面の都合上、一部の方のみの紹介をお許しください》
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また、アイディアも募集中
です!!

青少年センターだより
青少年非行防止・健全育成広報

「ともしび」第64号

長浜市青少年センター
列見町11-10 ℡62-4152

○どんなことをやっているの？
→あすくる長浜では、非行などの問題について専門の指導員が話を伺ったり、
カウンセラーによるカウンセリング等を行っています。

○いつやっているの？
→毎日、９：００～１６：３０に開校しています。
（ただし、土・日・祝日および年末年始は除きます。）

○どうやって申し込むの？
→直接電話をいただくか、通っておられる小中学校にお問い合わせください。
申込用紙は「あすくる長浜」か、市内の各小中学校にあります。

③特別支援不登校教室「大地の家」℡６５－８９０１

※このほかにも、「ホットライン長浜」（℡６３－４９７６）で教育相談を受付けています。

○どのようなところなの？
→発達障害等が原因で不登校になっているような児童・生徒に対
する支援を行うところです。

○どのようなことをするの？
→◇一人ひとりにあった教育相談を行うとともに、必要に応じて

発達検査等のアセスメントを行い、子どもの状況を的確に捉
えます。

◇社会性向上プログラムの作成や、個に応じた適切な支援を実
施し、学校や社会への復帰をめざしていきます。

②相談治療・適応指導教室「ひまわり」 ℡６２－４１５２
○どんなところなの？
→学校に行けない不登校の小・中学生たちの心の居場所です。ここは、さまざまな活動を体験させるこ
とで、疲れた子どもの心を癒し、心身の元気を取り戻させ、学校復帰をめざすところです。

○いつ・どんなことをやっているの？
→◇カウンセリング（月～金　９：００～１６：００） ◇親の会（月２回）
◇適応指導　　　（月～金　９：００～１６：００）…自立を目指すさまざまな活動を行っています。
◇学校との連携…一人ひとりにあった指導や援助方法を考えるとともに、家庭と学校とのパイプ役を

務め、再登校へとつないでいきます。

青少年センターの
「ひまわり」では、
心を開いて話すこ
とで不適応の原因
となる不安や悩み
の解消を図るとと
もに、保護者に対
しては、不登校の
子供とどう向き合
えばいいのかをア
ドバイスします。

近年、不登校となってい
る児童・生徒の背景に
は、何らかの発達上の課
題（発達障害）が潜んで
いる場合があるというこ
とが明らかになってきま
したが、その原因に対し
て適切に対応しないと二
次的に不登校になってし
まうことがあるのでご注
意を！
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